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①態度
社会や他者か

ら必要な情報を

収集し、相互の

尊重のもとに、

医療人として責

任感と倫理観を

もって行動する

ことができる。

③技能
安全で有効な医

薬品の使用を推

進するために、

社会や他者と適

切なコミュニケー

ションを図りなが

ら、薬の専門家

として相応しい技

能を身に付けて

いる。

②知識

薬の基本知識

に加え、医療

全般や漢方に

関する専門的

知識を身に付

けている。

④医療活動

人々の健康増

進、公衆衛生

の向上に貢献

するために、

薬の専門家と

して必要な実

践的能力を身

に付けている。

⑤自己研鑽

薬学・医療の

進歩に資する

ために、教育・

研究を遂行す

る意欲、問題

発見・解決能

力を身に付け

ている。

医薬品情報学

医療統計学 臨床薬物動態学

卒業研究

基礎実習 CP4

※文学Ⅰ ※文学Ⅱ

※福祉学Ⅰ ※福祉学Ⅱ

※倫理学Ⅰ ※倫理学Ⅱ

※経済学Ⅰ ※経済学Ⅱ

※法学Ⅰ ※法学Ⅱ

※哲学Ⅰ ※哲学Ⅱ

※英会話Ⅰ ※英会話Ⅱ

※中国語Ⅰ ※中国語Ⅱ

※フランス語Ⅰ ※フランス語Ⅱ

薬学英語 臨床薬学英語薬学基礎英語Ⅰ 薬学基礎英語Ⅱ

心理学

基礎物理学 基礎生物学 CP4

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅱ 基礎統計学

情報処理演習Ⅰ CP4 情報処理演習Ⅱ CP4

薬学への招待

文章表現論 CP4 プレゼンテーション論コミュニケーション論

薬学演習

※ターミナルケア論

※地域薬局論

※医薬品開発論

医療概論 医療コミュニケーション学 ポスト教育 CP4

生命・医療倫理学

薬事関連法規・制度

早期臨床体験 CP4 調剤学

事前学習 CP4

実務実習Ⅰ・Ⅱ

診療科別治療論

薬剤学実習 CP4

薬物動態学Ⅰ 薬物動態学Ⅱ

製剤学Ⅰ 製剤学Ⅱ

物理薬剤学

薬理学実習 CP4

薬理学Ⅰ 薬理学Ⅱ 薬理学Ⅲ 薬理学Ⅳ 漢方治療論

病態薬物治療学Ⅳ病態薬物治療学Ⅰ 病態薬物治療学Ⅱ 病態薬物治療学Ⅴ

病態薬物治療学Ⅲ 感染症治療学 がん化学療法学

※臨床物理分析法

物理系実習 CP4 物理系演習 構造解析演習CP4

理論化学 物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ 物理化学Ⅲ

放射化学

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅱ 分析化学Ⅲ 分析化学Ⅳ

化学系実習 CP4

有機化学演習

無機化学

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ 有機化学Ⅲ 有機化学Ⅳ 有機化学Ⅴ 有機化学Ⅵ

医薬品化学Ⅰ 医薬品化学Ⅱ薬用資源学 生薬学

天然物化学

生物系実習 CP4

生命科学Ⅰ 生命科学Ⅱ 生命科学Ⅲ 生命科学Ⅳ

機能形態学Ⅰ 機能形態学Ⅱ

微生物学Ⅰ 微生物学Ⅱ

免疫学

衛生薬学実習 CP4

公衆衛生学

食品衛生学Ⅰ 食品衛生学Ⅱ

環境衛生学Ⅰ 環境衛生学Ⅱ

※疾患治療特論

※救急医療概論

※健康管理学

※処方解析学

カリキュラムマップ（漢方薬学科） H28～H29年度適用

（薬剤師としての心構え）

医療の担い手として、豊かな人間性と、

生命の尊厳についての深い認識をもち、

薬剤師の義務及び法令を遵守するととも

に、人の命と健康な生活を守る使命感、

責任感及び倫理観を有する。

（患者・生活者本位の視点）

患者の人権を尊重し、患者及びその家族

の秘密を守り、常に患者・生活者の立場

に立って、これらの人々の安全と利益を

最優先する。

（チーム医療への参画）

医療機関や地域における医療チームに積

極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤

師に求められる行動を適切にとる。

（基礎的な科学力）

生体及び環境に対する医薬品・化学物質

等の影響を理解するために必要な科学に

関する基本的知識・技能・態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）

薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、

安全で有効な医薬品の使用を推進する

ために、医薬品を供給し、調剤、服薬指

導、処方設計の提案等の薬学的管理を

実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）

地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に

参画・連携して、地域における人々の健康増

進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有す

る。

（研究能力）

薬学・医療の進歩と改善に資するために、

研究を遂行する意欲と問題発見・解決能

力を有する。

（自己研鑽）

薬学・医療の進歩に対応するために、医

療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、

生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態

度を有する。

（教育能力）

次世代を担う人材を育成する意欲と態度

を有する。

（コミュニケーション能力）
患者・生活者、他職種から情報を適切に収集

し、これらの人々に有益な情報を提供するた

めのコミュニケーション能力を有する。

無印： 必修科目

※： 選択科目

演習科目

実習科目

記号の説明

臨床漢方治療学漢方処方学本草学 漢方・民間薬概論 漢方薬理学 漢方薬効免疫学 漢方製剤・薬剤学

※薬局薬学実習、※病院薬学実習、※伝統医療薬学実習

※海外医療研修、※学内研修 CP5

薬学総合演習

CP1：豊かな教養と人間性を醸成する教養教育・倫理教育科目を配置します。

CP2：国内外の医療従事者と連携できる医療系教養・専門教育科目を配置します。

CP3：基礎薬学、医療薬学及び漢方に至るまで、実践能力を持つ薬剤師として必要な知識、技能を醸成する専門科目を配置します。

CP4：問題発見能力、問題解決能力、プレゼンテーション能力を醸成し自己研鑽できる専門科目を配置します。

CP5：薬剤師として、様々な医療現場で活躍できる能力を醸成するアドバンスト専門科目を配置します。


